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「
ま
ん
ま
ん
茶
房
」 

２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
年
回
の
ご
案
内 

真
教
寺
で
は
、
今
年
の
年
忌
表
を
本
堂
に
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。（
真
教
寺
に
て
葬
儀
を
さ
れ
た
方

の
み
）
元
旦
会
（
１
月
１
日
午
前
零
時
に
開
座
）

よ
り
貼
り
出
し
を
し
て
い
ま
す
。 

今
年
、
ご
法
事
の
ご
縁
が
あ
る
方
に
は
、
ご
家

族
で
日
程
調
整
を
し
て
い
た
だ
き
、
早
目
に
お
寺

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
早
い
方

で
３
カ
月
前
に
は
ご
連
絡
が
あ
り
ま
す
。
先
ず
は
、

お
家
の
お
仏
壇
に
あ
る
過
去
帳
等.

の
ご
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

ご
法
事
は
一
番
身
近
な
仏
縁
で
す
。
大
切
な
方

を
偲
び
、
お
一
人
お
一
人
が
こ
の
“
い
の
ち
”
に

御
礼
を
申
し
上
げ
る
尊
い
場
が
ご
法
事
で
す
。
大

切
に
お
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。 

（
住
職
）  

御 礼 
 皆さまのお支えにより、真教寺三大慶讃法要が無事に円成しましたこと、深く篤

く御礼を申し上げます。 

 法要当日は好天に恵まれ、歓喜のお時間を頂戴したこと重ねて御礼申し上げます。 

 さて、真教寺 400 年の歩みには、全門信徒が支え合いながら、幾多の苦難を乗り

越え、護持発展に身を粉にされたとことと仰ぎ訪ねさせていただきます。そして、

今ここにお念仏の御教えに出遇えたこと、感謝申し上げることであります。 

 この度の三大慶讃法要に際して、皆さまから賜ったあたたかいお支えを忘れるこ

となく、新住職として、愛山護法の思いを懐に抱き、お念仏の御教えを次代に伝え、

時代に即応しながら、より一層の布教伝道活動の歩みを精一杯させていただきます。 

 どうぞ、これからも皆さま方のご指導ご教導を念願申し上げまして、御礼のあい

さつとさせていただきます。 

合 掌 

 

 昨年 10月 29・30日、無事に 

真教寺三大慶讃法要が勤まりま 

した。これも、全門信徒が真教 

寺の護持発展の思いを一つにし 

たからであります。改めて御礼 

を申し上げます。 

 この感動のご法縁を大切にし、お一人お一人がお

念仏を拠りどころに心豊かな人生の歩みをさせて

いただきましょう。 

どうぞ、これからもお寺に足を運び、次代へ法灯

を護り伝えて参りましょう。これからもお支えの

程、よろしくお願い申し上げます。 

門徒総代会長  勝野 侚一 

 

第 19代 住職 

先般、皆さまのお蔭により、 

真教寺三大慶讃法要を勤め 

ることができました。法要当 

日は好天に恵まれ、有縁のご 

法中のご出勤の中、雅楽の音 

色に包まれ、賑々しく華やかな仏縁を賜りまし

た。また、約５０年ぶりの稚児法要は、法要に

華を咲かせました。 

 これを機縁に、益々お念仏が広まり、真教

寺とともに心豊かな地域社会の発展を念じるこ

とであります。皆さまには今後ともご協力の程、

よろしくお願い申し上げます。 

法要実行委員長  後藤 良助 

 

皆
さ
ま
の
お
蔭
で
無
事
に
法
要
が
終
わ
り
ま
し
た
の
で 

会
計
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

項目 金額

門徒会計より繰り入れ金 101,000

ご懇志 16,820,100
法要ご仏前 2,086,000
祝賀金寸志 90,300
預金利息 2,051

計 19,099,451

慶讃法要経費概算
項目 予算 金額

記念品 2,650,000 2,272,132

ご法礼 5,500,000 3,898,076
お弁当 360,000 423,000
事務費 200,000 333,697
設備 400,000 1,437,264
記念 300,000 0
予備費 500,000 14,923

小計 9,910,000 8,379,092

記念事業経費概算
項目 予算 金額

山門・塀・本堂階段修繕費 2,100,000 2,811,664

会館厨房改修工事費 5,800,000 6,708,864
本堂畳表替え 550,000 574,560
設計・監理費 580,000 584,064

小計 9,030,000 10,679,152

合計 18,940,000 19,058,244

41,207
※残金は記念品送料に充てます。

支出の部

収入の部

差引合計（収入-支出）

慶讃法要・記念事業　決算報告書

こ
の
誌
面
に
て
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
だ
、
ご
懇
志
に
対
す
る
記
念
品
を
お
受
け
取
り
に
な
ら
れ
て

な
い
方
は
、
お
寺
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
ご
遠
方
の
方
は
、
後
日
発
送
い
た
し
ま
す
。 

１周忌 2016（平成28）年

3回忌 2015（平成27）年

7回忌 2011（平成23）年

13回忌 2005（平成17）年

17回忌 2001（平成13）年

25回忌 1993（平成 5）年

33回忌 1985（昭和60）年

50回忌 1968（昭和43）年

100回忌 1918（大正 7）年

年回表(平成29年)


